




 

本研究班の 55 年度の研究では、新生児医療のシステム化とナーシングスタッフについて、

次いで 56 年度ではシステム化と保健所との関係こついて述べた。57 年度についてはシス

テム化による搬送や入院思者の内容の変化について研究・検討してみた。 

 新生児救急医療のシステム化に伴う搬送や NIOUへの入院思者の変化については、次の 2

点に要約されよう。すなわち、第 1に搬送患者の増加で、中でも分娩立ちあいで、分娩時

の蘇生をもお手伝いし、しかも出生したベビーを搬送して来るなど周産期の管理も含めた

患者搬送が増加している点である。 

 第 2 は、出生体重1,0009g 未満の超未熟児の入院が増加して来ている事で、入院が長期

化したり、合併症(遷延性呼吸障害、未熟児網膜症、クル病水頭症等)を併発しやすいので、

病棟内で種々の問題を生じて来ている。 


